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負沙讐フ 
シンボルマーク 

勇壮なまとい振りを披露する本団纏部の皆さん 

毎
号
と
じ

こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
き
っ
と
お
役
に
立
ち

ま
す
。
 

地域防災の中核 
市消防団（加藤兼顕団長）恒例の出初式が1 

月 5 日、市内一・ツ谷の中村整形外科病院通りに 

10分団、約750人の団員と33台のポンプ車が繰

り出して行われました。 

観閲者の佐々木市長が団員の服装と機械器具

の点検をしたあと、堂々と分列行進。弓は続

き、中央公民館前で行われた式典では、本団組 

消防団出初式 , 
部20人によるまとい振りが松津客され、次いで第 

3 分団第 8 部など 4 つの優秀分団を表彰しまし

た。 

観閲者の佐々木市長が「全市民の生命、財産

を守るため、ー層研さんに励んでください」 と

講評、工藤忠、男五戸斤川原警察署長の音頭で万歳

を三II昌して式』典を終わりました。 

平成 3年 
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部20人によるまとい振りが披露され、次いで第

3分団第8部など4つの優秀分団を表彰しまし

た◎

観閲者の佐々木市長が「全市民の生命、財産

を守るため、一層研さんに励んでください」と

講評、工藤忠男五所川原警察署長の音頭で万歳

を三唱して式典を終わりました。
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10分団、約750人の団員と33台のポンプ車が繰

り出して行われました。

観閲者の佐々木市長が団員の服装と機械器具

の点検をしたあと、堂々と分列行進。引き続

き、中央公民館前で行われた式典では、本団綱
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広報ごしょがわら 	 （第727号）② 平成 3 年（1991年）1月15日 

五
所
川
原
市
自
主
流
通
米
推

進
協
議
会
（会
長
・
中谷
惣
四
郎

市
農
協
組
合
長
）
が
販
売
を
開

始
し
た
自
主
流
通
米
「
ご
J
ょ

ほ
た
る
」
の
発
表
試
食
会
が
十

二
月
十
九
日
、
産
経
会
館
で
開

か
れ
、
国
や
県
、
市
の
農
業
関

係
機
関
、
農
協
な
ど
か
ら
約
四

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

初
め
に
中
谷
会
長
が
「
自
主
 
 

流
通
米
の
比
率
が
全
国
的
に
七

十
誕
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
消

費
者
か
ら
も
品
質
の
よ
い
も
の

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
率
直

な
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
」
 

山
お
い
さ
つ
を
述
べ
た
あ
と
「ご

し
ょ
ほ
た
る
」
の
名
付
け
親
と

な
っ
た
太養

昌
子
さ
ん
と
工
藤

義
隆
さ
ん
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

続
い
て
佐
々
木
市
長
が
 
「五

所
川
原
で
は
政
府
米
比
率
が
八

割
を
超
え
て
い
る
中
で
、
ご
し

ょ
ほ
た
る
は
待
望
の
銘
柄
米
で

す
。
市
を
挙
げ
て
五
所
川
原
米

を
広
め
ま
し
よ
う
」
と
来
賓
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。
 

こ
S
後
、
「》J
J
ょ
ほ
た
る
」
 

誕
生
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
販

売
戦
略
が
説
明
さ
れ
、
炊
き
立

て
の
 
「ご
し
ょ
ほ
た
る
」
を
試

食
し
ま
し
た
。
 

試
食
し
た
人
た
ち
は
 
「味
の

方
は
ま
ず
ま
ず
」
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
 

同
協
襲

「
では
、
こ
れ
か
ら

地
元
の
巡
回
P
R
、
県
外
大
都

市
に
お
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

栽
培
指
導
検
討
会
な
ど
を
開
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
 

（会
長

・
佐
々
木
祭
造
市
長
）
が

主
催
す
る
 
「ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
試
悉
A

・
脱
ス
パ
イ
ク
運

転
講
習
会
」
が
十
ニ
月
二
十
六

日
、
市
内
飯
詰
地
区
の
県
道
で

開
か
れ
、
五
所
川
原
地
区
安
全
 

出
稼
ぎ
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

が
綴
っ
た
文
集
「
津
軽
っ
子
」
 

（
第
二
十号
）
が
こ
の
ほ
ど
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
 

市
民
相
談
室
が
編
集
に
あ
た
 
 

運
転
管
理
者
協
会
、
同
事
業
主

会
に
加
盟
す
る
事
業
所
か
ら約

六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

試
乗
会
に
先
立
ち
小
山
内
助

役
が
 
「雪
道
で
の
安
全
運
転
技

術
を
身
に
つ
け
、
脱
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
に
向
け
努
力
し
ま
し
ょ
 

っ
て
い
た
も
の
で
、「津
軽
っ
子
」
 

に
は
市
内
二
十
二
の
小
・
中
学

校
の
三
百
ニ
十
二
人
の
作
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

発
行
さ
れ
た
文
集
は
、
B
5
 
 

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

こ
の
後
、
ス
タ
ツ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
装
着
車
五
台
を使
い
参
加

者
全
員
が
運
転
を
体
験
し
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
時
折
雪
が
降
り

し
き
る
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
と
な
り
、
参
加
者
ら
は
凍
結

路
、
圧
雪
路
、
坂
道
な
ど
の
コ
 

ー
ス
で
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
性
能
を
試
し
ま
し
た
。
 

試
嚢
A
終
了
後
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
で
雪
道
の

安
全
運
転
に
つ
い
て
講習
会
が

開
か
れ
、
ビ
デ
オ
の
上
映
や
、
 

昨
年
か
ら
全
車
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
鶴
田
町
の

能
率
タ
ク
シー
社
長
、館
山
正
嗣

氏
が
体
験
発
表
意
行
い
ま
し
た
。
 

判
、
百
八
十
六
ペ
ー
ジ
で
、
学

校
ご
と
に
作
文
と
児
童
・
生
徒

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
いま
す
。
 

文
集
の
ほ
し
い
方
は
、
市
民

相
談
室
へ
。
無
料
で
す
。
 

コ
」
し
よ
ほ
た
る
」
 

ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
で
 

発
表
試

食
ム
云
 

圧
雪
路
や

坂
道
を
試

乗
 

「こしょほたる」を賞味する出席者ら 

スタッドレス装着車を運転する

参加者 

「津
軽
っ

子
」
第
2
0号
を
発
行
 

《
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五
所
川
原
市
自
主
流
通
米
推

進
協
議
会
（
会
長
・
中
谷
惣
四
郎

市
農
協
組
合
長
）
が
販
売
を
開

始
し
た
自
主
流
通
米
。
」
し
ょ

ほ
た
る
」
の
発
表
試
食
会
が
十

二
月
十
九
日
、
産
経
会
館
で
開

か
れ
、
国
や
県
、
市
の
盤
業
関

係
機
関
、
農
協
な
ど
か
ら
約
四

十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

初
め
に
中
谷
会
長
が
「
自
主

’
F1

、’ 葦
罰
瀞
』
１
池

、

Ⅳ

、

流
通
米
の
比
率
が
全
国
的
に
七

十
寵
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
消

費
者
か
ら
も
品
質
の
よ
い
も
の

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
率
直

な
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
あ
と
「
ご

し
ょ
ほ
た
る
」
の
名
付
け
親
と

な
っ
た
奈
良
昌
子
さ
ん
と
工
藤

錐
隆
さ
ん
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

ま
？
ほ
た
ス
ご

言
鋤
埋
へ
｛
串
武
響
引
叫
公
国
塁

I

唖、

シ

●
▲【I

ー

戸 ｢ごしょほたる」を賞味する出席者ら

続
い
て
佐
々
木
市
長
が
「
五

所
川
原
で
は
政
府
米
比
率
が
八

割
を
超
え
て
い
る
中
で
、
ご
し

よ
ほ
た
る
は
待
望
の
銘
柄
米
で

す
。
市
を
挙
げ
て
五
所
川
原
米

を
広
め
ま
し
ょ
う
」
と
来
賓
を

代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。こ

の
後
、
ｓ
し
ょ
ほ
た
る
」

誕
生
の
経
過
と
こ
れ
か
ら
の
販

売
戦
略
が
説
明
さ
れ
、
炊
き
立

て
の
．
」
し
よ
ほ
た
る
」
を
試

食
し
ま
し
た
。

試
食
し
た
人
た
ち
は
犀
の

方
は
ま
ず
ま
ず
」
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
こ
れ
か
ら

地
元
の
巡
回
Ｐ
Ｒ
、
県
外
大
都

市
に
お
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

栽
培
指
導
検
討
会
な
ど
を
開
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

蟹
云
や
，
壱

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

（
会
長
・
佐
々
木
築
造
市
長
）
が

主
催
す
る
ヌ
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
試
乗
会
・
脱
ス
パ
イ
ク
運

転
識
習
会
」
が
十
二
月
二
十
六

日
、
市
内
飯
誌
地
区
の
県
道
で

開
か
れ
、
五
所
川
原
地
区
安
全

出
稼
ぎ
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

が
綴
っ
た
文
集
「
津
軽
っ
子
」

（
第
二
十
号
）
が
こ
の
ほ
ど
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
相
談
室
が
編
集
に
あ
た

勺
唾
毎
娠
産
咽
勾
画
画
四
』
和
訓
１
‐

Ｎ
ｂ

「
津
軽
っ
子
」
第
加
号
を
発
行

一

運
転
管
理
者
協
会
、
同
事
業
主

会
に
加
盟
す
る
事
業
所
か
ら
約

六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

試
乗
会
に
先
立
ち
小
山
内
助

役
が
「
雪
道
で
の
安
全
運
転
技

術
を
身
に
つ
け
、
脱
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
に
向
け
努
力
し
ま
し
ょ

っ
て
い
た
も
の
で
、
「
津
軽
っ
子
」

に
は
市
内
二
十
二
の
小
・
中
学

校
の
三
百
二
十
二
人
の
作
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
行
さ
れ
た
文
集
は
、
Ｂ
５

スタッドレス装着車を運転する

参加者

う
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
装
着
車
五
台
を
使
い
参
加

者
全
員
が
運
転
を
体
験
し
ま
し

た
。

こ
の
日
は
、
時
折
雪
が
降
り

し
き
る
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
と
な
り
、
参
加
者
ら
は
凍
結

路
、
圧
雪
路
、
坂
道
な
ど
の
コ

ー
ス
で
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
性
能
を
試
し
ま
し
た
。

試
乗
会
終
了
後
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
で
雪
道
の

安
全
運
転
に
つ
い
て
講
習
会
が

開
か
れ
、
ビ
デ
オ
の
上
映
や
、

昨
年
か
ら
全
車
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た
鶴
田
町
の

能
率
タ
ク
シ
ー
社
長
、
館
山
正
嗣

氏
が
体
験
発
表
重
打
い
ま
し
た
。

判
、
百
八
十
六
ペ
ー
ジ
で
、
学

校
ご
と
に
作
文
と
児
童
・
生
徒

の
写
真
が
掲
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
集
の
ほ
し
い
方
は
、
市
民

相
談
室
へ
。
無
料
で
す
。
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冬の青少年健全育成運動（~1月19日 

非行でつぶすな青春！ 
21世紀はあなたが主役 

ー青少年対策室一 

う
 

③平成 3 年（1991年）1月15日 	 広報ごしょがわら 
ロ
万
 

"
"
  

h
？】
 

"
'
 

第
 

 

市
老
人
ク
ラ
プ
襲
口
会
（
石
 

岡
由
次
会
長
）
の
交
通
安
全
教
 

室
が
十
二
月
二
十
日
、
市
老
人
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
単
位
老
人
ク
 

ラ
ブ
の
会
長
七
十
人
ほ
ど
が畠
 

席
し
て
開
か
れ
、
一
年
間
無
事
 

故
だ
っ
た
錦
町
錦
松
会
な
ど
老
 

人
ク
ラ
ブ
八
団
体
を
表
彰
し
ま
 

し
た
。
 

交
通
安
全
教
室
で
は
、
石
岡
 

会
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
 

小
山
内
助
役
が
一
年
間
無
事
故
 

だ
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
八
団
体
の
 

代
表
に
表
彰
状
を
手
渡
し
、軍
 

に
気
を
つ
け
、
全
員
で
元
気
に

新
し
い
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い」
 

と
お
祝
い
を
の
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
警
察
署
交

通
課
の
杉
山
係
長
が
お
年
寄
り

の
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
講

話
を
し
ま
し
た
。
 

無
事
故
で
表
彰
さ
れ
た
老
人

ク
ラ
ブ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

o

錦
町
錦
松
会
o
旭
町
旭
老
会
 

o

柏
原
柏
失

A
o幾
島
町
幾
朗

会
〇
上
鶴
ケ
岡
鶴
寿
会
〇
下
鶴

ケ
岡
鶴
寿
会
〇
野
里
楽
生
会
0
 

太
刀
打
第
ニ
喜
餐
〈
 

表彰状を受けるクラブ会長 

。養護老人ホ上，ム、［くりるみ園リにいい 
’さにI"”一り窯Iりヴ苧移夢笑を寄贈二 

ーNTT五所川原支店ー 

小山内助役（左）に目録を手渡す大久保

支店長（右）と河内課長（中） 

NTT五所川原支店（大久保元司支店長）でト

は12月17日、養護老人ホーム「くるみ園」にファ

ックスを寄贈、大久偵ミ支店長と‘iiI内幸作総務担

当課長が市役所を訪れ、小山内助役に目録を手

渡しました。これは、わが国の電話事業が明治23 
年12月16日に東京と横浜両市において開始され

てから、今年でちょうど 100 年目を迎えること

から、これを記念して社会福祉施設に同社のフ 

7 クスを贈ったものです。 

飲酒運転追放を訴えた街頭指導 

誓熱頭蒸暫聾燕魚購総恋焦 
年末年始の交通安全運動期間中の12月21日、 

小山内助役らがil了内の飲食店街に出て、飲酒運

転追放を呼びかけました。 

この日は、市交通安全対策協議会のおよそ40 

人が、川端田丁と東町にうチかれて行ったものです。 

川端I町では、 タスキがけをした小山内助役と

三橋一彦五所川原警察署副署長、市女子職員が

ふん装したパンダ、 ウサギ、 クマなどのぬいぐ

るみとともに、一軒一軒店を訪れ、チラシとシ

クラメンの鉢を配り、飲酒連転追放を呼びかけ

ました。 

' 
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－NTT五所川原支店一

飲酒運転追放を訴えた街頭指導

|||儲|漁濡繍燃|,柵柵i伽
小山内助役(左)に目録を手渡す大久保
支店長(右)と河内課長(中）

NTT五所ﾉII原支店（大久保元司支店長）で

は12月17日、養護老人ホーム「ぐるみ園」にファ

ックスを寄贈、大久保支店長と河内幸作総務担

当課長が市役所を訪れ、小山内助役に目録を手

渡しました。これは、わが国の電話事業が明治23

年12月16日に東京と横浜両市において開始され

てから、今年でちょうど100年目を迎えること

から、これを記念して社会福祉施設に同社のフ

ァクスを贈ったものです。

年末年始の交通安全運動期間中の12月21日、

小山内助役らが市内の飲食店街に出て、飲酒運

転追放を呼びかけました。

この日は、市交通安全対策協議会のおよそ40

人が、ノII端町と東町に分かれて行ったものです。

ノII端町では、タスキがけをした小山内助役と

三橋一彦五所川原警察署副署長、市女子職員が

ふん装したパンダ、ウサギ、クマなどのぬいぐ

るみとともに、一類二一軒店を訪れ、チラシとシ

クラメンの鉢を配り、飲酒運転追放を呼びかけ

ました。

r可
』

ご
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冬の青少年健全育成運動(～1月19日）

非行てつぶすな青春安

別世紀はあなたが主役
一青少年対策室一

一二三 一可 一一一 －
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佐々木市長（右）に手渡す昭手ロノくール会の皆さん 

佐々木市長（右）に手渡す中村さん（左） 
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防犯懇騰纏鶴難I 
青森銀行従業員組合（三上忠則執行委員長・

組合員 1,500名）では12月13日、明るい街づく

りに役立ててくださいと 「防犯灯」 10基を寄贈

しました。 同組合では、昭和55年から毎年、 6 

月と12月に 「ありがとう募金」 に取り組み、組

合員、管理者などを対象に募金活動を行ってい

るもので今年で10年目を迎えました。 

この日は、清野執行副委員長、松山執行委員

らが市役所を訪れ、小山内助役に目録を手渡し

ました。 

小山内助役（左）に手渡す清野さん（右）と松山さ

ん（左から 2 人目）、町屋青森銀行五所川原支店

副支店長（右から 2 人目） 

ー昭和パール会ー 

昭和パール会（木村健一会長・会員 132名） 

は12月26日、歳末助け合いに役立ててください 

’ と64.507円を寄ィ寸、木村会長と工藤孝信津軽信 

、 用金庫五所川原支店次長が市役所を訪れ、佐々

木市長に手渡しました。 

同会は、昭和生まれの事業経営者で作ってい

るもので、11月23日開いた 「家族同イ半忘年パー 

ティ」 での募金を贈ったものです。 

佐々木市長（左）に手渡す小林会長（中）と山内幹事（右） 

国際ソロプチミスト五所川原（蒔田恵智子会

長）では12月14日、社会福祉に役立ててくださ

いと100,000円を寄仁十しました。 

これは、去る11月22日に開いた 「歳末チャ I) 

ティダンスパーティ」 の収益金を寄付したもの

です。 

この日は、事務局の中村いうさんと大本t光子

さんが市役所を訪れ、佐々木市長に手渡しまし

た0 

鶴歳末助は合シA』こりと13万用寄付脇 
鴛範熊響諭蒲瑠胆惨灘盤i 
五所川原ロ一タ I) ークラブ（小林克己会長・

会員数73名）では12月26日、歳末助け合いにと 

130,000円を寄付しました。これは、去る12月19 

日に開いた 「忘年家族会」 での募金を寄付した

ものです。 

この日は、小1木会長と山内正孝幹事が市役I折

を訪れ、佐々木市長に手渡しました。 
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可青森銀行従業員組合（三上忠則執行委員長・

組合･員1,500名）では12月13日、明るい街づく

りに役立ててくださいと「I坊犯灯」10基を寄贈

しました。同組合では、昭和55年から毎年、6

月と12月に「ありがとう募金」に取り組み、組

合員、管理者などを対象に募金活動を行ってい

るもので今年で10年目を迎えました。

この日は、清野執行副委員長、松山執行委員

らが市役所を訪れ、小山内助役に目録を手渡し

ました。

小山内助役(左)に手渡す清野さん(右)と松山さ
ん(左から2人目)､町屋青森銀行五所川原支店
副支店長(右から2人目）

赫瀧雛騨珊蛎馳|||’M|||Ir‐-可

佐々木市長(右)に手渡す昭和パール会の皆さん

'伽聯緬"'蝿蝋''''''’
一昭和パール会一

昭和パール会（木村健一会長・会員132名）

は12月26日、歳末助け合いに役立ててください

と64,507円を寄付、木村会長と工藤孝信津軽信
用金J軍五所川原支店次長が市役所を訪れ、佐々

木市長に手渡しました。

同会は、昭和生まれの事業経営者で作ってい

るもので、11月23日開いた「家族同伴忘年パー

ティ」での募金を贈ったものです。

佐々木市長(右)に手渡す中村さん(左）

国I際ソロフ。チミスト五所川原（蒔田恵智子会

長）では12月14日、社会福祉に役立ててくださ
いと100,000円を寄付しました。

これは、去る11月22日に開いた「歳末チャリ

ティダンスパーティ」の収益金を寄付したもの

です。

この日は、事務局の中村.いうさんと大村光子

さんが市役所を訪れ、佐々木市長に手渡しまし

た。

一

」

''1|繍澗騨職鋤緬職職
W

五所川原ロータリークラブ（小林克己会長・
会員数73名）では12月26日、歳末助け合いにと

130,000円を寄付しました。これは、去る12月19
日に開いた「忘年家族会」での募金を寄付した

ものです。

この日は、小林会長と山内正孝幹事が市役所

を訪れ、佐々木市長に手渡しました。佐々木市長(左)に手渡す小林会長(中)と山内幹事(右）
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田､

◎
投
票
で
き
る
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
年
齢
要
件
昭
和
四
十
六
年

二
月
四
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
。

▽
住
所
要
件
平
成
二
年
十
月

十
三
日
以
前
に
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

▽
市
内
転
居
者
○
平
成
二
年

十
二
月
二
十
六
日
以
前
に
転

居
し
た
方
は
新
し
い
住
所
の

投
票
所
で
す
。
○
平
成
二
年

十
二
月
二
十
七
日
以
後
に
転

居
し
た
方
は
前
住
所
の
投
票

所
で
す
。

※
右
の
期
間
に
県
内
で
住
所
を

他
市
町
村
に
移
転
し
、
前
住

所
の
市
町
村
で
知
事
選
挙
を

投
票
す
る
場
合
は
、
現
住
所

地
の
居
住
証
明
醤
が
必
要
で

す
。

◎
不
在
者
投
票

ワ
該
当
す
る
方
投
票
日
当
日
、

や
む
を
え
な
い
事
情
（
出
張

団
体
旅
行
、
出
稼
ぎ
、
入
院
、

出
産
予
定
者
等
）
で
不
在
に

な
る
方
、
ま
た
は
す
で
に
出

て
い
る
方
（
不
在
者
投
票
を

す
る
方
は
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

※
右
記
の
ほ
か
当
市
か
ら
県
内

の
他
市
町
村
に
転
出
し
て
、

ま
だ
三
ヵ
月
過
ぎ
ず
転
入
先

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
で
、
投
票
当
日

投
票
で
き
な
い
事
情
の
あ
る

方
。

▽
不
在
者
投
票
の
期
間

平
成
三
年
一
月
十
四
日
か
ら

平
成
三
年
二
月
二
日
ま
で

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
で

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
持

っ
て
い
る
方
は
自
宅
で
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
の
郵
便
に
よ

る
投
票
用
紙
等
の
交
付
、
選

挙
人
か
ら
の
郵
便
に
よ
る
不

在
者
投
票
の
送
付
な
ど
で
日

数
を
要
す
る
た
め
、
一
月
三

十
日
が
不
在
者
投
票
の
請
求

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

○
そ
の
ほ
か
、
選
挙
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
会
⑬

二
一
二
番
内
線
三
二
七
～

三
二
九
番
）
へ
ど
う
ぞ
。

《
，

あなたの投票所（事前に確認しておきましょう）

◎
開
票
平
成
三
年
二
月
三
日
午
後
七
時
三
十

勺

町
区

域

一
野
坪
（
石
畑
、
中
村
、
前
葱
）
漆
川

診
校
（
十
川
町
、
漆
川
字
鍋
懸
七
七
～
一
三

一
番
地
）
太
刀
打

松
島
町
二
丁
目
～
八
丁
目
）
田
園
町

館
一
鵬
嘩
塞
岬
識
趣
一
二
鴎
燐
一
幸
邸
識
“
一

（
石
岡
字
藤
巻
二
～
六
八
番
地
）

所
高
瀬

嬬
鶴
ヶ
岡
（
高
瀬
の
一
部
）

校
藻
川

吉
飯
蹄
、
下
岩
崎

悶
野
里
、
神
山
、
福
山
、
豊
成
、
浅
井

校
松
野
木
、
戸
沢

イ
毘
沙
門
、
長
富
．
Ｉ
竿
一
劃
唾

富子
原
子
、
羽
野
木
沢
、
鮫
元

高
野
、
持
子
沢

唖
前
田
野
目

薫
国
中
泉
聡

分
市
民
体
育
館

9

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
松
島

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
、
漆
川
、
唐
笠
柳
、

水
野
尾
、
金
山
、
馬
性

22

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

梅
田
、
中
泉

21

五
所
川
原
市
公
崖
館

前
田
野
目
分
館

前
田
野
目

8

沖
飯
詰
小
学
校

沖
飯
詰
、
桜
田

20

高
野
文
化

セ
ン
タ
ー

高
野
、
持
子
沢

7

七コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ

ン
タ
Ｉ
中
川

長
橘
（
広
野
、
藤
島
）
川
山
、
種
井

19

．
弓
ヘ
ユ
一
言
ア
〃
４

ハ
ウ
ス
原
子

原
子
、
羽
野
木
沢
、
俄
元

6

栄
小
学
校

姥
篭
、
稲
爽
、
湊

5

五
所
川
原

第
三
中
学
校

セ
ツ
館
、
広
田
、
み
ど
り
町
（
一
丁
目

～
八
丁
目
）
梅
田
（
一
部
）

18

毘
沙

コ
ミ
、

門
、
長
富

ユ
ニ
ー
ア
ク
ィ

セ
ン
タ
Ｉ

毘
沙
門
、
長
富

17

松
野
木
小
学
校

松
野
木
、
戸
沢

4

森
の
家

若
葉
一
丁
目
～
三
丁
目
全
域
（
但
し
第

２
投
票
区
を
除
く
雪
新
宮
町
、
芭
蕉
、

新
宮
（
岡
田
、
松
元
）
蘇
鉄
、
田
川
、

長
橘
字
広
野
（
一
部
）

16

-ﾓヂゴ

ユ
ニ
テ
ィ

タ
ー
長
橋

野
里
、
神
山
、
福
山
、
豊
成
、
浅
井

15

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
飯
踏

飯
蹄
、
下
岩
崎

3

五
所
川
原

雨
小
学
校

栄
町
、
・
八
重
菊
、
田
町
、
新
町
、
元
町
、

平
和
町
（
遮
沼
、
不
魚
住
）

14

藻
川
小
学
校

藻
川

2

し
き
し
ま

』

．
、
ミ
ユ
ニ
ー
ナ
グ
イ

セ
ン
タ
ー

下
平
井
町
、
幾
世
森
、
中
平
井
町
、
上

平
井
町
、
赦
島
町
、
柏
原
町
、
末
広
町
、

幾
勘
町
、
錦
町
、
雛
田
（
さ
つ
き
町
、

東
雲
町
）
長
橋
字
橘
元
、
若
葉
一
丁
目

一
番
、
二
番
七
の
八
、
七
の
十
一
、
七

の
十
二
、
十
三
番
、
若
葉
二
丁
目
一
番

三
の
九
、
六
の
三
、
六
の
四
、
六
の
六
、

六
の
七
、
十
五
、
若
葉
三
丁
目
一
番
、

十
三
番

13

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
三
好

鶴
ヶ
岡
（
高
瀬
の
一
部
）

12

商
瀬
集
会
所

高
瀬

11

松
脇
会
館

口

松
島
町
二
丁
目
～
八
丁
目
）
田
園
町

（
烏
森
三
九
番
地
、
烏
森
一
二
八
番
地
）

（
吹
畑
字
藤
巻
一
三
○
～
一
五
○
番
地
）

（
石
岡
字
藤
巻
二
～
六
八
番
地
）

1

市
民
文
化
会
館

束
町
、
布
屋
町
、
寺
町
、
岩
木
町
、
本

町
、
旭
町
、
川
端
町
、
鎌
谷
町
、
烏
森
、

一
シ
谷
、
下
り
枝
、
弥
生
町
、
柳
町
、

大
町
、
小
曲

10

一
野
坪
小
学
校

一
野
坪
（
石
畑
、
中
村
、
前
溌
）
漆
川

（
十
川
町
、
漆
川
字
鍋
懸
七
七
～
一
三

一
番
地
）
太
刀
打

投
票
区

投
票
所

区
域

投
寒
区

投
票
所

区

域
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工事等指名競争入札業者・物品等供給業者登録受付 
⑩主要取引金融機関名 

直）委任状（年間を通じて代理人に委任する場合） 

@）使用印鑑届 

4鋤肖費税法における課税事業者又は免税事業者 

届書（市内業者のみ） 

（⑩そのf町行長が必要と認める書類 

＠物品等供給希望業者 

L物品等指名競争入札参加資格審査申請書（申 

請用紙は財政課にあります） 

2．添付書類 

①納税証明書（工事等指名競争入札参加希望業 

者の⑦と同じ） 

②身分証明書（個人） 

③営業証明書（個人） 

④登記簿謄本（法人） 

⑤財務諸表 

⑥代理店及び特約店等証明書 

⑦委任状（年間を通じて代理人に委任する場合） 

⑧使用印鑑届 

⑨物品等供給業者カード 

⑩その他市長が必要と認める書類（有資格者事 

業登録等証明書など） 

※書類の不備なものについては、受付“いたしま 

せんのでご留意ください。 なお、詳しいことは 

財政課契約調達係（＝⑩21 11番内線330番）へお 

問い合わせください。 

市では、平成 3 年度に市が発注する工事等の

入札に参加を希望する建設業者（委託業者を含

せI」・）及び市の施設へ物1品等の供給を希望する業

者の申請書を受付けしますので、手続きをして

ください。 

）受イ寸期間 2 月1日から 2 月28日まて各 

レ受付場所 財政課契約調達係（市役所4 階） 

レ提出書類 

⑨エ事等指名競争入札参加希望業者 

L一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請 

書（建設省統一様式） 

2．添付書類 

①経営事項審査結果通知書（建設業法第27条の 

' 23第1項に規定されている経営に関する客観 

的事項の審査を受けたもの。 ただし、平成 2 
年度中にこの審査を受けたものに限る） 

②工事経歴書 

③営業所一覧表 

④建設業許可証明書 

⑤技ff 者経歴書 

⑥営業用機械器具調書 

⑦納税証明書（本店が市内にある法人にてハvて 

は、代表者個人の納税証明書も添付すること。 

また、支店及び営業所等が市内にある業者に 

ついては、当市の納税証明書も添付すること） 

⑧身分証明書（個人） 

⑨登記簿謄本（法人）又は営業証明書（個人） 

o 

r 
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一市水道事業所― 

市では、未給水地域解消のため、第 5 次拡張

工事をすすめ、各地区で配水管布設工事を実施

しています。 

現在簡易水道（自家） を使用している方々が

新規に加入する際の工事費負担軽減のため、こ

れまで使用している給水装置についても、一定

の検査基準に達したものについては、使用を認

めることになりましたので、皆さんの加入をお

すすめします。 

なお、詳しいことは市水道事業所（"@9111 
番）又は市指定工事業者へお間い合わせください。 

11埼三ジ沃「丁り’りせJ 稽罪叫揮叫刊E旧り

一青森陸運支局ー 

自動車はわたしたちの生活に非常に大きな関 

わりを持ち、今や衣・食‘住に必要不可欠な存 コ二』 

在となっています。 その反面、交通事故や、自 	しー 

動車公害といったさまぎまな問題も起きています。 	王 

運輸省では、関係省庁、自動車関係団体の協 業j移

力のもとに、自動車の安全確保、公害防止のた 

め「定期点検整備促進運動」を全国的に展開し、 のt 

定期点検実施率の向上を図っています。 	 め‘ 

運動期間 3 月31日まで 	 すー 

定期点検整備についてのお問い合わせは、青 

森陸運支局（か0177J1504番）へどうぞ。 	 番） 

市立図書館の休館 日 

2 月 4 日（月）、 11日（月）ー祝日、 12日因一代休、18日（月〕、 25日（月） 

月末整理日 28日困 
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市では、平成3年度に市が発注する工事等の⑩主要取引金融機関名

入札に参加を希望する建設業者（委託業者を含

む）及び市の施設へ物品等の供給を希望する業

者の申請書を受付けしますので、手続きをして

ください。

し受付期間2月1日から2月28日まで

惨受付場所財政課契約調達係（市役所4階）

し提出書類

◎工事等指名競争入札参加希望業者

1.一般競争（指名競争）入札参加資格審査申請

書（建設省統一様式）

2.7恭付書類

①経営事項審査結果通知書（建設業法第27条の

23第1項に規定されている経営に関する客観

的事 項の審査を受けたもの。ただし、平成2

年度中にこの審査を受けたものに限る）

②工事経歴書

③営業所一覧表

④建設業許可証明書

⑤技術者経歴害

⑥営業用機械器具調書

⑦納税証明書（本店が市内にある法人について

は、代表者個人の納税証明書も添付-すること。

また、支店及び営業所等が市内にある業者に

ついては.、当市の納税証明書も添付･すること）

⑧身分証明書（個人）

⑨登記簿謄本（法人）又は営業証明書（個人）

⑪委任状(年間を通じて代理人に委任する場合）

⑫使用印鑑届

⑬消費税法における課税事業者又は免税事業者

届書（市内業者のみ）

⑭その他市長が必要と認める書類

◎物品等供給希望業者

1.物品等指名競争入札参加資格審査申請書（申

請用紙は財政課にあります）

2.添付書類

① 納 税 証 明 書 （ 工 事 等 指 名 競 争 入 札 参 加 希 望 業

者の⑦と同じ）

②身分証明書（個人）

③営業証明書（個人）

④登記簿謄本（法人）

⑤財務諸表

⑥代理店及び特約店等証明書

⑦委任状(年間を通じて代理人に委任する場合）

⑧使用印金監届

⑨物品等供給業者カード

⑩その他市長が必要と認める書類（有資格者事

業登録等証明書など）

※書類の不備なものについては、受付･いたしま

せんのでご留意ください。なお、詳しいことは

財政課契約調達係（念⑮2111番内線330番)へお

問い合わせください。

《
４

||||||||||礁繍i繍嘉|蝋馴'’
一市水道事業所一

市では、未給水地域解消のため、第5次拡張

工事をすすめ、各地区で配水管布設工事を実施

しています。

現在簡易水道（自家）を使用している方々が

新規に加入する際の工事費負担軽減のため、こ

れまで使用している給水装置についても、一定

の検査基準に達したものについては、使用を認

めることになりましたので、皆さんの加入をお

すすめします。

なお、詳しいことは市水道事業所（念②9111

番)又は市指定工事業者へお問い合わせください。

聯聯獅'競柵|||I
一青森陸運支局一

自動車はわたしたちの生活に非常に大きな関

わりを持ち、今や衣・食・住に必要不可欠な存

在となっています。その反面、交通事故や、自

動車公害といったさまざまな問題も起きています。

運輸省では、関係省庁、自動車関係団体の協

力のもとに、自動車の安全確保、公害I坊止のた

め「定期点検整備促進運動」を全国的に展開し、

定期点検実施率の向上を図っています。

運動期間3月31日まで

定期点検整備についてのお問い合わせは、青

森陸運支局（壷0177⑲1504番）へどうぞ。

《
し

市立図書館の休館日
2月4日(月)、11日(月)一祝日、12日㈹一代休、18日(月)、25日(月）

月末整理日28日附
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難織鳳騒無磁漁療憲魚館露スティバルー 
2 月10日（日） 	 レ会場 三好橋南側（藻jIは也区） 

⑨第 1回岩木川リバーサイ ドスキーマラソン 

ンコース 4 km・13km 

レ種目 カントリースキー・歩くスキーの集い 

＠雪上ソフトバレーボール大会 

レチーム構成 4 人（男女混合ー小学生以下1 

人以上含む） 

D会場 菊ケ丘う』I動公園 

※申し込み締切 1月31日 

く》協賛五所川原津軽凧揚げ大会（併催行事）  

2 月11日（祝） 

＠五所川原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦 

ン会場 市民文化会館大ホール（午前10時～) 

※申し込み締f7J 1月25日 

※会期中 大型スベリ台一菊ケ丘運動公園 

ガマ（かまくら）一庁＝舎前おまつり広場 

※申し込み及び間い合わせ先 

市商工観光課 (”て⑩2111番内紡l260番） 

主催 五所川原iも観光協会 

自宅と日I曜スクーリング（昼間）で学習しな

がらリポートを作成し、規定の単位を修得しま

すと、 3 年」こし上で高等学校卒業の資格が得られ

ます。 職業や年齢に関係なく学べますので、い

ろいろの立場の人達がおり、勉学にスポーツに

一生懸命です。 

また、全日制や定時制高校で取得した耳if立を

生かして、該当する学年へ転入・編入もできま

す。 さらに、希望する科目だけを履修する 「科

目受講」 の制度もあります。 

入学願書と入学案内は、120円切手を同封し、 

下記へ請求してください。 返信用封筒は不用て、 

す。 

出願期限は、 3 月 4 日,、14 月 6 日です。 

なお、就学前の子どもさんのための託児室も

設けています。 その化l、学習c万士方など詳しい

ことを知りたい方は、県立弘前高等学校通信制 

(To36弘前市新寺町一番地廿017覆D9424番）へ

お間い合わせください。 

集 
、I 

）募集期間 3 月31日まて；・ 

D試験期日 募集期間中随時（受付時に通知） 

D試験場 自lIli隊青森地方連絡部五所川原募集

事務所（市内’ォミ町34の6 云⑩ 2305番） 

II 搬暴鷹轟婿黒繊 
あなたも顕令鄭党をのぞいてみませんか？ 

ン日時 1月26日（」う 13 : 0o-18: 00 

27日（日）10:O0-16:00 

レ場所 ショッピングデパート丸友 6 階催事場 

Dテーマ 「検査技師による目で見る健康展」 

レ入場料 無料 

児童手当は、家庭生活の安定と次代を担う児

童クH建全な育成・資質の向上を図るために支給

されます。 手当を受けるためには、受給申請が

必要です。 まだ手当の支給を受けていない（新

規）の方は申請手続きをしてください。 

レ児童手当を受けられる人 

小学校入学前の児童を含む18歳未満の児童

を 2 人以上養育している方で、収入が一定の

額未満の方。 なお、自分のお子さんでなくて

も、その児童を監護し、一定の生計関係があ

れば受給できる場合があります。 

ン児童手当の額 

2 番目の児童には月額2,500円、3番目以降

の児童には、1人につき月額5,000円が小学校

の入学まで支給されます。 

レ申請の際に必要なもの 

(1)印かん 
	

, 
(2）年金加入証明書（厚生年金保険などの加入 

者は事業主の証明が必要です一用紙は市民 

課にあります） 

(3）保険葡］三 

(4）支払希望金融機関の名称とにI座番号 

※その他詳しいことは、市民課（h⑩211 1番内 

線262番）へどうそ％ 

I 樹 rflfl 	簿夢 itiJ1Ih 1 
気軽にでトきるバドミントン教室を開催してい 

ますーく》 

レ開催日 毎週水曜日・午前10時～正午 

レ場所 市中央公民館 

レ参加料 無料 

ン間い合わせ先 成田さん（血電，9408番）へ。 

主催 五所川原市バドミントン協会 

広報ごしょがわら⑦平成3年(1991年)1月15日 (第727号）

2月10日（日）

◎第1回岩木川リバーサイドスキーマラソン

レコース4km・13kin

し種目カントリースキー。歩くスキーの集い

◎雪上ソフトバレーボール大会

しチーム構成4人（男女混合一小学生以下1

人以上含む）

し会場菊ヶ丘運動公園

※申し込み締切1月31日

◎協費五所ﾉII原津職凧揚げ大会（併催行事）

し会場三好橘南ｲ則（藻川地区）

2月11日(祝）

◎五所ﾉli原歌謡・民謡・手踊り王座決定戦

い会場市民文化会館大ホール（午前10時～）

※申し込み締切1月25日

※会期中大型スベリ台一菊ヶ丘運動公園

ガマ(かまくら）－庁舎前おまつり広場

※申し込み及び問い合わせ先

市商工観光課（壷⑮2111番内線260番）

主催五所川原市観光協会
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脇“幽県kii弘前高校通信制雌型M“MlMNQ1ijIiI1，

自宅と日曜スクーリング（昼間）で学習しな

がらリポートを作成し、規定の単位を修得しま

すと、3年以上で高等学校卒業の資格が得られ

ます。職業や年齢に関係なく学べますので、い

ろいろの立場の人達がおり、勉学にスポーツに

一生懸命です。

また、全日制や定時制高校で取得した単位を

生かして、該当する学年へ転入・編入もできま

す。さらに、希望する科目だけを履修する「科

目受識」の制度もあります。

入学願響:と入学案内は、120円切手を同封･し、

下記へ請求してください。返信用封筒は不用で

す。

出願期限は、3月4日～4月6日です。

なお、就学前の子どもさんのための託児室も

設けています。その他、学習の仕方など詳しい

ことを知りたい方は、県立弘前高等学校通信制

(〒036弘前市新寺町一番地云0172⑫9424番）へ

お問い合わせください。

児童手当は、家庭生活の安定と次代を担う児

童の健全な育成・資質の向上を図るために支給

されます。手当を受けるためには、受給申請が

必要です。まだ手当の支給を受けていない（新

規）の方は申請手続きをしてください。

P児童手当を受けられる人

小学校入学前の児童を含む18歳未満の児童

を2人以上養育している方で、収入が一定の

額未満の方。なお、自分のお子さんでなくて

も、その児童を監謹し、一定の生計･関係があ

れば受給できる場合があります。

P児童手当の額

2番目の児童には月額2,500円、3番目以降

の児童には、1人につき月額5,000円が小学校

の入学まで支給されます。

し申請の際に必要なもの

(1)印かん

(2)年金加入証明書（厚生年金保険などの加入

者は事業主の証明が必要です一用紙は市民

課にあります）

(3)保険証

(4)支払希望金融機関の名称と口座番号

※その他詳しいことは、市民課（き⑮2111番内

線262番）へどうぞ。

一

棚11罵鮒儲;癖;潟I潟鵬!’
し募集期間3月31日まで

P試験期日募集期間中|瞳時（受付時に通知）

し試験場自衛隊青森地方連絡部五所川原募集

事務所（市内栄町34の6念⑮2305番）

'''|'棚曜柳騨'勢'鱗|'柵’||傭蝿蝉曝蝋勤鱈,1V,i' 気姪にできるバドミントン教室を開催してい

ます。

し開催日毎週水峨日・午前10時～正午

し場所市中央公民館

し参加料無料・

P問い合わせ先成田さん（垂、9408番）へ。

主催五所川原市バドミントン協会

あなたも顕微鏡をのぞいてみませんか？

P日時1月2611(1:)13:00～i8:00

27日（日）10：00～16：00

レ場所ショッピングデパート丸友6階催事場

Pテーマ「検査技師による目で見る健康展」

し入場料無料

一
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蹴爆焦慮瓢魚覇想議目lLI一‘ 
2 月1. 8,15,22日です。（毎週金曜日％

レ時間 午前10時～午後 3時 

レ内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

にI芯じますので、赤ちゃんからお年寄りまてな

お気軽にご利用ください。 

蹴合許同麟鎌嶺繋III 
（案 内） 

1:::' 対象者 

男ー昭和25年 4 月 2 日～昭和26年 4 月1日生 

まれの方 

e  女ー昭和34年 4 月 2 日～昭和35年 4 月1日生 

まれの方 

レ日時 2 月17日（日）午後1時 

レ場所 市中央公民館（駅裏） 

ン会費 男10,000円 女9,000円（ただし祈願

だけの方は6,000円） 

レ案内 対象者へは別途郵便で案内いたします。 

（案内のない方、市外の方でも希望される方

は事務局までお問い合わせください。） 

レ申し込み受イ寸け期間 I月21日（月）-1月31日（木） 

レ申し込み先 会費を添えて事務局までお願い

します。（なお、都合により事務局までおいて’ 

願えない方は実行委員へ） 

実行委員会委員長 今 謙一（廿（⑩3361番） 

事務局（市役所内＝⑩2111番） 

財 政 課 松 野 	昇（内線330) 

企画調整課 須 藤 一 正（内線318) 

福もlニ事務所 大 野 嘉 子（内線371) 

rー 都市計画課 三 浦 多く． 子（内線232) 
市 民 調I 鈴 木 茅 乃（内線279)  
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短 

歌 

レ場所 市保健センター 

D受付時間 12: 45-13: 00まてる 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （D6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配布します

が、当日つごうで来れない場合は、母子健康

手帳をもって衛生課窓口にセッ トをもらいに

きてください。（ただし生後 6 カ月、7 カ月児

に限る0) ②病気療養中（特に伝染性の病気） 

のお子・さんはごう室慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 H2年10月生 2 月 5 日因 健康診査 

6 カ月児 H2年 7 月生 2 月19日因 健康相談 

1 歳 児 H2年1月生 2 月25日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 H元年 8 月生 2 月26日因 健康診査 

3 歳 児 S 62年10月生 2 月21日困 健康診査 

栄養教室のお知らせ年二 

健康メニューで 

寒い冬をのりきろう．グ 

とり肉や海そうをつかった調理法を学ぶとと

もに家族01建康を願い、バランスの良い食事の

ための味つけを覚えたい方は、是非参加してみ

ませ石一か？ 

レテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう／ 

レU寺 間 9 時30分～13時 

ン持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食

事診断用紙（土也区の保健協力員からもらって

ください） 

レ申し込み先：土tIl区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります） 

レ締め匂Jり日：1月30日（水） 

対象地区 開催月日 開催場所 

飯詰 地 区 2 月 6 日困 コミセン飯詰 

梅 沢 地 区 2 月 7 日困 梅沢コミセン 

※詳しいことは市衛生課（廿（D21 11番内線268・ 

272番）へどうそ％ 

時
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間
金
 

(第727号）⑧広報ごしょがわら平成.3年(1991年)1月15日

卿燃鰐無榊綴卿嬬鯛職
2月1，8，15，22日です。（毎週金曜日)。

P時間午前10時～午後3時

P内容血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用ください。

蝋翻鼎鯛礁瀦論議柵
し場所市保健センター

し受付時間12：45～13：00まで

P持参するもの母子ｲ建康手帳、バスタオル。

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ピン

に尿を入れてもってきてください。

※注意①6ヵ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セットを配布します

が、当日つごうで来れない場合は、母子健康

手Il暖をもって衛生課窓口にセットをもらいに

きてください。（ただし生後6カ月、7ヵ月児

に限る｡)②病気療養中（特に伝染性の病気）
のお子さんはご遠慮ください。

蝿織聴|卿||||響|’
(案内）

惨対象者

男一昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生

まれの方

女一昭和34年4月2日～昭和35年4月1日生

まれの方

し日時2月17日（日）午後1時

し場所市中央公民館（駅裏）

P会餐男10,000円女9,000円（ただし祈願

だけの方は6,000円）

P案内対象者へは別途郵便で案内いたします。

（案内のない方、市外の方でも希望される方

は事務局までお問い合わせください』

し申し込み受付け期間1月21日(月)～1月31日耐

じ申し込み先会畿を添えて事務局までお願い

します。（なお、都合により事務局までおいで

願えない方は実行委員へ）

実行委員会委員長今謙一(垂⑳3361番）

事務局（市役所内垂⑮2111番）

財政課松野昇（内線330）

企画調整課須藤一正（内線318）

福祉事務所大野嘉子（内線371）
都市計画課三浦久子（内線232）

市民課鈴木茅乃（内線279）
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健康メニューで

寒い冬をのりきろう〃
とり肉や海そうをつかった調理法を学ぶとと

もに家族の健康を願い、バランスの良い食事の

ためのI味つけを覚えたい方は、是非参加してみ

ませんか？

レテーマニ栄養の知識を学び、雪隠病といわれ

る成人病を防ごう.／

P時間9時30分～13時

D料金：無料・

し持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、
みそ汁（小びんなどに入れて)､健康手1帳、食

事診断用紙（地区の保偲曾協力員からもらって

ください）

D申し込み先：地区のｲ呆健1協力員へ（参加申し
込み用紙があります）

し締め切り日：1月30日嗣
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272番）ノ、どうぞ。ソ

月齢

3ヵ月児

6ヵ月児

1歳児

1歳6ヵ月児

3歳児

対象児

H2年10月生

H2年7月生

H2年1月生

H元年8月生

S62年10月生

期日

2月5日㈹

2月19日㈹

2月25日(月）

2月26日㈹

2月21日附

内容

健康診査

健康相談

健康相談

健康診査

健康診査

対象地区

飯詰地区

梅沢地区

開催月日

2月6日(ｵウ

2月7日嗣

開催場所

コミセン飯詰

梅沢コミセン



平成3年度市・県民税の申告および相談について 

忘れないで申告してください 

市民の皆さん、平成 3年度の市民税・県民税の申告時期（2月4日～ 

3月15日）がまいりました。市では、市民サービスと税の正確を期する

ため申告がしやすいように各地区ごとに申告相談所を設けて、ご相談に

応ずることにいたしております。どうぞ、お気軽においで下さい。 

1．申告をしなければならない人 

平成 3年1月1日現在、五所川原市に住所を有している人 

2 ．申告する必要のない人 

"）平成 2年分の所得税の確定申告書を税務署へ提出される人 

(u) 給与所得者で毎月の給料から市・県民税を差し引かれ、かつ給与以外の所得を有し 

ない人 

3 ．申告相談所へおいでになる場合は次のものをご持参ください 

"）国民健康保険証 

(ti) 印鑑 

ひう 平成 2年中に納付した国民健康保険税及び国民年金、農業者年金の領収書 

(=) 平成 2年中に支払った医療費の領収書及び医薬品を購入した領収書 

困 生命保険及び農協生命共済の領収書又は証明書 

N 水利費、土地改良費、防除組合費等の領収書 

一 	（ト）身体障害者手帳及び戦傷病者手帳 

の 平成 2年中に災害（火災等）や、盗難などにより家財に損害をうけた場合は、その 

証明書（保険金などで補てんされた金額がある場合はその金額を証するもの） 

ぐ)）給与所得があり、他の所得もある方は所得税の源泉徴収票もしくは給与支払明細書 

い）大農具の購入の領収書、その他申告に必要なもの及び参考になる資料 

ひり 営業所得のある人は、 2年中の仕入、売上帳等所得の計算ができる資料 

() 平成 2年分りんご収入金額の明細書 

⑦ 青森県共同募金会への寄附金の領収書 

() 損害保険及び農協建物更生共済掛金の領収書又は証明書 

4 ，申告をしなければならない人が申告をしない場合 

所得控除（医療費控除など）や、標準外特別控除（農機具などに要した経費や臨時雇人

費など）が認められず納税者の不利になります。 

砂

秒

平成S年度市･県民税の申告および相談について

忘れないで申告してください

市民の皆さん、平成3年度の市民税。県民税の申告時期（2月4日～

3月15日）がまいりました。市では、市民サービスと税の正確を期する

ため申告がしやすいように各地区ごとに申告相談所を設けて、ご相談に

応ずることにいたしております。どうぞ、お気軽においで下さい。

1．申告をしなければならない人

平成3年1月1日現在、五所川原市に住所を有している人

2

3

4

申告する必要のない人

(ｲ）平成2年分の所得税の確定申告害を税務署へ提出される人

㈲給与所得者で毎月の給料から市・県民税を差し引かれ、かつ給与以外の所得を有し

ない人

申告相談所へおいでになる場合は次のものをご持参ください

《）国民健康保険証

㈲印鑑

例平成2年中に納付した国民健康保険税及び国民年金、農業者年金の領収書

(二）平成2年中に支払った医療費の領収書及び医薬品を購入した領収書

㈱生命保険及び農協生命共済の領収書又は証明書

㈹水利費、土地改良費、防除組合費等の領収書

(ﾄ）身体障害者手帳及び戦傷病者手1帳

㈱平成2年中に災害（火災等）や、盗難などにより家財に損害をうけた場合は、その

証明書（保険金などで補てんされた金額がある場合はその金額を証するもの）

(ﾘ）給与所得があり、他の所得もある方は所得税の源泉徴収票もしくは給与支払明細書

(ﾇ）大農具の購入の領収書、その他申告に必要なもの及び参考になる資料

伽営業所得のある人は、2年中の仕入、売上帳等所得の計算ができる資料

(ｦ）平成2年分りんご収入金額の明細書

(ﾜ）青森県共同募金会への寄附金の領収書

㈲損害保険及び農協建物更生共済掛金の領収書又は証明書

申告をしなければならない人が申告をしない場合
所得控除（医療費控除など）や、標準外特別控除（農機具などに要した経費や臨時雇人

費など）が認められず納税者の不利になります。



5 ．各種所得 

所得の種類 所 得 の 内 容 

利子所得 
公債、社債、預金の利子、合同運用信託や公

社債投資信託の収益の分配金 

所得の種類 所 得 の 内 容 

事業所得 
卸小売業、製造業、建設業、医業、農業、漁

業などの事業から生ずる所得 

会社などから受ける利益の配当や証券投資信 給与所得 俸給、給料、賞与、報酬などの所得 
配当所得 

託の収益の分配金 

雑 所 得 
恩給、年金などの所得（ただし遺族年金、傷

病年金などは課税の対象から除く） 土地、建物などの不動産の賃貸や地上権又は 

不動産所得 永小作権の設定、船舶の貸付などから生ずる 0譲渡所得及び一時所得等については申告相談所にて相談して 
所得 くださいo 

、 

〈公的年金換算表〉 

基準日において65歳以上に該当する者 

収 	入 所 	得 

0-140万以下 0 

140万超～260万以下 収入 	-140万 

260万超---460万以下 収入×0.75- 75万 

460万超～820万以下 収入×0.85-121万 

820万超～ 収入×0.95-203万 

6 ．各種所得控除 

基準日において65歳未満に該当する者 

収 	入 所 	得 

0- 70万以下 0 

70万超-130万以下 収入 	- 	70万 

130万超～410万以下 収入×0.75- 37.5万 

410万超～770万以下 収入×0.85- 78.5万 

770万超～ 収入×0.95-155.5万 

控除の種類 控 	除 	の 	内 容 控 除 の 種 類 控除額 

雑損控除 

災害や盗難又は横領によって、自分や自分の生計をーに

する配偶者その他の親族の生活用の資産に損害が生じた

場合及び損害に関連してやむを得ない支出をした場合に

認められます。 

基 	礎 	控 	除 30 

配偶者控除 
一般の控除対象配偶者 30 

医療費控除 

自分や自分と生計をーにする配偶者、その他の親族のた 

めに医療費を支払った場合に認められます。（支払った医 

僚費の額一保険金等）一（所得合計額xS％と10万円の 

どちらか少ない金額） 	最高額200万円 

老人控除対象配偶者 35 

配 偶 者 特 別 控 除 最高 30 

社会保険

料 控 除 

〔主な例〕 

①国民健康保険の保険料又は国民健康保険税 

②健康保除の保険料 

③厚生年金保険の保険料 

④国民年金又は農業者年金の保険料 扶養控除 

一 般 の扶養親族 30 

特 定 扶 養 親 族 35 

老養 人親 扶族 

同
居
老
親
族
 

42 

生命保険

料 控 除 

自分や自分の配偶者、その他の親族を保険金受取人とす

る生命保険契約や、個人年金保険契約の保険料を支払っ

た場合に認められます。（生命保険契約等に基づき、剰余

金の分配や割戻金の割戻しを受けたときは、その額を控

除しますJ 
一般生命保険の場合 最高額35.000円 

個人年金保険の場合 最高額35.000円 

同居老親等
以外の者 

35 

同居特別障甚 子者に係る配偶者・扶養控除額（21万円加算） 

障害者控除 
一 般 の 障 害 者 26 小規模企業

共済等掛金 
控 	除 

事業の廃止などに備えるための小規模企業共済掛金及び

心身障害者扶養共済制度の掛金を支払った場合に認めら

れます。 特 別 障 害 者 28 

寄附金控除 
l都道府県共同募金会に対する寄附金の合計額と、 

、合計所得金額x25％のいずれか少い方の金額 ノ 

-10万円 

老 	年 	者 	控 	除 48 

寡 	婦 	（寡 	夫） 	控 	除 26 

損害保険
料 控 除 

損害保険料控除の対象となる損害保険料とは、本人又は

本人と生計を一にする親族が所有している家屋・家財の

うち一定のものを保険や共済の目的とする損害保険契約

等、又はこれらの人の身体の傷害に基因して、あるいは

これらの人の入院により医療費（医療費控除の対象とな

るものに限りますJ を支払ったことに基因して保険金や

共済金が支払われる損害保険契約等に基づいて支払った

保険料ゃ掛金をいいます。 

最高額 長期10,000円 

短期 2,000円 

特 	別 	寡 	婦 	控 	除 30 

勤 	労 	学 	生 	控 	除 26 

事業専従者 

控 	除 

配 	偶 	者 最高 80 

配 偶 者 以 外 最高 47 

5．各種所得

’一

’
I

’
○噸渡所得及び一時所得等については申告相談所にて相談して

ください。

《公的年金換算表》
基準日において65歳以上に該当する者 基準日において65歳未満に該当する者

句

6．各種所得控除

濁

所得の種類

事業所得

所得の内容

卸小売業、製造業、建設業、医業、農業、漁
業などの事業から生ずる所得

所得の種類

利子所得

所得の内容

公債、社憤、預金の利子、合同運用信託や公

社債投資信託の収益の分配金

給与所得 俸給、給料、賞与、報酬などの所得
配当所得

会社などから受ける利益の配当や証券投資信
託の収益の分配金

雑所得
恩給、年金などの所得（ただし遺族年金､傷
病年金などは課税の対象から除く）

不動産所得

土地、建物などの不動産の賃貸や地上権又は
永小作権の設定、船舶の貸付などから生ずる
所得

収入

0～70万以下

70万超～130万以下

130万超～410万以下

410万超～770万以下

770万超～

所得

0

収入－70万

収入×0.75-37.5万

収入×0.85-78.5万

収入×0.95-155.5万

収入

0～140万以下

140万超～260万以下

260万超～460万以下

460万超～820万以下

820万超～

所得

0

収入-140万

収入×0.75-75万

収入×0.85-121万

収入×0.95-203万

控除の種類

雑損控除

医療費控除

社会保険

料控除

生命保険

料控除

小規模企業
共済等掛金
控除

寄附金控除

捌害保険

料控除

控除の内容

災害や盗難又は横領によって、自分や自分の生榊を一に
する配偶者その他の親族の生活用の資産に扱害が生じた
鳩合及び投書に関連してやむを得ない支出をした鳩合に
腿められます。

自分や自分と生計を一にする配偶者、その他の親族のた
めに医療賀を支払った堀合に認められます｡(支払った医
療費の額一保険金等）一（所得合計額×5％と10万円の
どちらか少ない金額）般商額200万円

〔主な例〕
①国民健康保険の保険料又は国民健康保険税

②健康保除の保険料
③厚生年金保険の保険料
④国民年金又は農業者年金の保険料

自分や自分の配偶者、その他の親族を保険金受取人とす

る生命保険契約や、個人年金保険契約の保険料を支払っ
た場合に認められます｡(生命保険契約等に基づき、剰余
金の分配や剛戻金の剛戻しを受けたときは、その額を控
除します｡）

一般生命保険の場合最高額35,000円
個人年金保険の場合最高額35,000円

鞭業の廃止などに備えるための小規模企業共涜牡礎及び
心身障害者扶養共済制庇の掛金を支払った場合に細めら
れます。

（
都道府県共同募金会に対する寄附金の合計額と

合計所得金額×25％のいずれか少い方の金額
-10万円

）
批害保険料弓控除の対象となる弧害保険料とは、本人又は

本人と生計を一にする親族が所有している家屋・家財の

うち一定のものを保険や共済の目的とする損害保険契約
等、又はこれらの人の身体の傷害に基因して、あるいは

これらの人の入院により医旅費（医撤災控除の対哩とな
るものに限りますJを支払ったことに基因して保険金や
共済金が支払われる掴害保険契約等に碁づいて支払った

保険料や掛金をいいます。

最高額畏期10,000円
短jU12.000円

控除の種類

基礎控除

配偶者控除

配偶者特別控除

扶養控除

同居特別障害者に係る配偶者･扶養控除額(21万円加算）

障害者控除

老年者控除

寡婦（寡夫）控除

特別寡婦控除

勤労学生控除

事業専従者

控除

一般の控除対象配偶者

老人控除対象配偶者

一般の扶養親族

特定扶養親族

老人扶

養親族

一般の障害者

特別障害者

配偶者

配偶者以外

同居老親族

等
者

控除額”

30

30

35

最高30

30

35

42

35

26

28

48

26

30

26

最 高 8 0

最高47



俸本計算の 

4% 11% 500万円を超える場合 100,叩0円 210,000円 

課 税 標 準 額 
市 民 税 県 民 税 

税率 速算控除額 税率 速算控除額 

120万円以ド 

120万円を超え500万円まで 

0円 

60,000円 

3% 

8% 
2% 0円 

譲渡所得分離課税率 

~~- 
市民税 県民税 

短期 8% 4% 

長期 4% 2% 

（居住用） 2.7% 2% 

価民税・県民税の税率） 

＠ 均等割税率 	市民税 1,500円 	県民税 700円 

⑨ 所得割税率 

収入金額一必要経費一専従者控除額一所得金額 

所得金額ー所得控除額一課税標準額（1,000円未満切捨て） 

’ 課税標準額×市税率ー速算控除額一市所得割額 

課税標準額×県税率ー速算控除額＝＝県所得割額 

→ー ‘目＝ェ、zノー工立由コ＝市所得割額＋市均等割額（100円未満切捨て） 
市・県民税年税額＝-岩器器ニ器

I
I 	器嘉片孟冨 E蕪昂環テく 

' Ii - グ代JAlフじ」flフL瓦只ー県所得割額＋県均等割額（100円未満切捨て） 

五所川原税務署からのお知らせ 

所得税、贈与税の申告と納税は 3 月15日までです。 

青色申告で経費の合理化を、納税は便利な振替納税

で、還付申告はお早めにノ 

傍

二

F

(市民税･県…

◎均等割税率

◎所得割税率

市民税1,500円県民税700円

’市民税 県民税
課税標準額

税率 速算控除額 税率 速算控除額

120万円以下 3％ 0円
2％

120万円を超え500万円まで 8％ 60,000円

500万円を超える場合 11％ 210,000円 4％

譲渡所得分離課税率
1

市民税 県民税

短期 8％ 4％

長期 4％ 2％

〃（居住用） 2.7％ 2％

収入金額一必要経費一専従者控除額＝所得金額
所得金額一所得控除額＝課税標準額（1,000円未満切捨て）
課税標準額×市税率一速算控除額＝市所得割額
課税標準額×県税率一速算控除額＝県所得割額

市県民税年税額-騨蕊鰯謁鮒:螺撫｛

五所川原税務署からのお知らせ

所得税、贈与税の申告と納税は3月15日までです。

青色申告で経費の合理化を、納税は便利な振謝内税
で、還付申告はお早めに.／

0円

100,000円



平成3年度 市・県民税申告相談日程表 

地区 月 	日 曜 対 	象 	区 	域 時 	間 相談会場 

三
 
好
  

2・4 

2・5 

2・6 

月
火
水
 

高瀬・鶴ケ岡 

藻川 

藻川 

9 : 20-45 】 00 
コミュニテイセ 
ン タ ー 三好 

中
川
  

2・7 

2・8 
木
金
 

川山・種井 

沖飯詰・桜田・中泊 
9: 20-15: 00 

コミュニテイセ 
ン タ ー 中川 

飯

詰
  

2・12 

2・13 
火

水
 

橋上・下岩崎 

橋下 
9 : 20-45: 00 

コミュニテイセ 
ン タ ー 飯詰 

七
 

和
  

2・14 

2・15 

2・18 

木
金

月
 

原子・俵元 

羽野木沢・高野 9: 20-15 : 00 
コミュニテイセ 
ン タ ー 七和 

前“野目・持子沢 

梅
沢
  

2・19 

2・20 
火
水
 

梅田 

中泉 
9 】 20-15 : 00 

梅沢コミュニテ 
イ セ ン タ ー 

松
 

島
  

2・21 

2・22 

2・25 

木
金

月
  

吹畑・石岡（田閣町含む）・漆川（十川町含む） 

9 : 20 -15 : 00 
コミュニテイセ
ン タ ー松島 ー野坪・太刀打・米田

水野尾・唐笠柳・金山 

栄
  

2・26 

2・27 

2・28 

火
水

木
 

みどり町 

稲実・姥落 

七ッ館・広田 

-45: 00 
コミュニテイセ 
ンターさかえ 

9 : 20 

毘
沙
門
  

3・1 

3・4 
金

月
 

毘沙門 

長富 
9 : 20-45 : 00 

毘沙門・長富コミ 
ュニテイセンター 

長
 
橋
  

3・5 

3・6 

3・7 

火
水
木
 

野里・豊成・福山 

戸沢・松野木 

浅井・神山 

9: 20-15 : 00 
コミュニテイセ 
ン タ ー 長橋 

本
 

庁
  

3・8 

3・n 

3・12 

3・13 

3・14 

3・15 

金
 
月
 
火
 
水
 

木
 
金
 

新宮岡田・新宮松元

錦町 

下り枝・弥生町・布屋町・幾島町

旭町・雛田・敷島町・蘇鉄 

若葉・平和町 

松島町・下平井町・湊・湊田地 

寺町・川端町・小曲・長橋橋元・新宮町・

新町・柳町・栄町・田町・八重菊・不魚住・

幾世森・柏原町・鎌谷町・一ッ谷・鳥森・

末広町・上平井町・中平井町・元町・蓮沼・

岩木町・芭蕉・東町・本町・大町・田川・ 

9: 00-15 : 00 市民文化会館 

※平成3年度市・県民税申告書は申告相談会場、市役所税務課及び各支所に備付けしてあります。 

平成3年度市・県民税申告相談日程表

陸

膏

寺

■

※平成3年度市・県民税申告書は申告相談会場、市役所税務課及び各支所に備付けしてあります。

三

好

中

川

飯
言士
脚ロ

七
和

梅
沢

松
島

栄

毘
沙
門

長
橋

本
庁

2°4

2．5

2．6

2．7

2．8

2．12

2．13

2．14

2．15

2．18

2-19

2．20

2．21

2．22

2．25

2°26

2°27

2．28

3．1

3．4

3．5

3．6

3．7

3．8

3．11

3°12

3．13

3．14

3°15

月
火
水

木
金

火
水

木
金
月

火
水

木
金
月

火
水
木

金
月

火
水
木

金
月
火
水
木
金

高瀬。鶴ヶ岡

藻川

藻川

川山・種井

沖飯詰・桜田。中泊

橋上・下岩崎

橋下

原子・俵元

羽野木沢・高野

前田野目・持子沢

梅田

中泉

吹畑･石岡(田園町含む）

一野坪・太刀打・米田

水野尾・唐笠柳・金山

･漆川(十川町含む）

みどり町

稲実・姥箔

セツ館。広田

毘沙門

長富

寺町・川端町・小曲
新宮岡田・新宮松元

･長橋橋元。新宮町●。

新町・柳町・栄町・田町・八重菊・不魚住。
錦町 目

幾世森・柏原1町・鎌谷町・一ツ谷・烏森。
下り枝・弥生町・布屋町・幾島町

末広町・上平井町・中平井町・元町･蓮沼・
旭町・雛田・敷島町・蘇鉄

岩木町・芭蕉・東町・本町・大町・田川。
若葉・平和町

松島町・下平井町。 湊・湊団地

9：20～15：00

9：20～15：00

9：20～15：00

9：20～15：00

9：20～15：00

9：20～15：00

9：20～15：00

9：20～15：00

9：20～15：00

9：00～,15：00

コミュニティセ

ンター三好

コミュニティセ

ンター中川

コミュニティセ

ンター飯詰

コミュニティセ

ンター七和

梅沢コミュニテ
ィセンター

コミュニティセ

ンター松島

コミュニティセ

ンターさかえ

毘沙門･長富コミ

ュニティセンター

コミュニティセ

ンター長橋

市民文化会館

｜ ’

月日 曜 対象区域 時間 相談会場


